
 

 

 

斑点米カメムシ類多発注意 
８月上旬に実施した巡回調査において、斑点米カメムシ類のすくい取り数、

発生地点率がともに過去１０年間で最も高くなっています。 

今後、斑点米カメムシ類の加害活動が活発になり、斑点米被害により品質

が大幅に低下する恐れがあります。 

被害軽減のため、出穂期１０日後頃と

同２４日後頃の薬剤散布を必ず実施し

てください。 
【対策】２回防除を基本とする 

仙北管内出穂期は８月４日です。 

１回目防除：８月１４日ころ スタークル粉剤 DL、液剤 

※１回目防除後５日以内に畦畔、農道を含めた草刈りを実施する。 

２回目防除：８月２８日ころ キラップ粉剤 DL、フロアブル 
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警  報 

  

ノビエやホタルイが残草している圃場、 

休耕地周辺圃場は必ず実施してください。 

  

キラップ粉剤ＤＬ 

使用量:3kg/10a 

アカスジカスミカメ ｱｶﾋｹﾞﾎｿﾐﾄﾞﾘｶｽﾐｶﾒ 

スタークル液剤 10 

使用量:150ml/10a 

1,000 倍希釈/150L 散布 

スタークル粉剤ＤＬ 

使用量:3kg/10a 

キラップフロアブル 

使用量:75ml/10a 

2,000 倍希釈/150L 散布 


